
授業のポイント

・ 得た情報を解釈・熟考し，自分の表現（制作）に活かすための学習カードの工夫を行う。

・ 学習や生活の中で表現（制作）する喜びを味わえる実践的・体験的な学習活動の工夫を行う。

技術・家庭科(技術分野)学習指導案 VER３

期 日 平成 ２ ０ 年 ２ 月 ８ 日 （ 金 ）

時 間 ４校時 １１：４５～１２：３５

場 所 コ ン ピ ュ ー タ 室 （ ４ Ｆ ）

学 級 １年６組 (男子２０名女子１９名計３９名)

指導者 教 諭 脇 田 武 志

１ 学習内容及び題材 Ｂ 情報とコンピュータ「コンピュータの利用」

２ 題材について

社会の中でコンピュータや携帯電話等の情報機器普及率も高まり，多くの中学生も日常的にそれらの機

器を利用している。中でもインターネットやオンラインシステムなどのネットワークが広がり，生活にお

けるコンピュータ活用の幅が広くなってきている。反面，著作権侵害問題，電子メールや掲示板等による

嫌がらせ行為，個人情報の流出などコンピュータに関わる社会問題が数多く発生している。加えて，学校

の学習活動での利用も進み，中学生も，様々な形でコンピュータを利用し，情報を受信しているものの，

それらを効果的に加工し，正しい情報発信や表現方法を深めるまでにはいたっていない生徒がほとんどで

ある。このようなことから，中学生というこの時期に，「情報とコンピュータ」で情報の受信・加工・表

現について実践的・体験的に学習していくことは，現代生活を送っていく上でとても意義あることと考え

る。

「Ｂ 情報とコンピュータ」では，情報手段の特徴を生かした適切なコンピュータの活用を通して，コ

ンピュータ活用の基礎的な知識と技術を身につけさせ，情報と生活の関わりや情報モラルについて理解さ

せるとともに，情報を主体的に活用する能力と態度を育成することをねらいとしている。本時間は，「情

報とコンピュータ」のコンピュータ利用の部分になる。ここでは，コンピュータでインターネットでの情

報も取り入れた短いプレゼンテーション作品を制作させることで，コンピュータの特徴と利用方法を知ら

せ，効果的な表現や発信ができる力を身につけさせたい。

生徒は，小学校の総合的な学習の時間や各教科でコンピュータを利用して学習したり，家庭でコンピュ

ータを日常的に利用したりしている生徒も年々増えてきている。生徒の多くは，コンピュータに興味を持

ち，コンピュータの必要性や利用法の１部は理解しているものの，多くの情報から自分に必要なものを上

手に受信し，また，それを効果的に加工し，正しい情報発信や自分のアイデアを生かした表現方法を深め

るまでにはいたっていない生徒がほとんどである。

そこで，指導にあたっては，文字情報だけでなく写真や絵などを使った表現を行わせるなど実践的・体

験的な学習活動を可能な限り取り入れたい。さらに，作品づくりの中で相互交流させ，お互いの良さを認

め合い，練り合いをさせる場を設定した。それらを通して，自分が伝えたい内容を的確に表現する手段の

１つとしてコンピュータを利用させ，今後の生活（他教科・領域等も含む）に生かせ，構想をまとめる力

や表現力（プレゼンテーション能力）を高めていくことができると考え，本題材を設定した。

３ 指導目標

(1) 情報手段の特徴や生活とコンピュータとの関わりについて理解させる。

(2) 情報化が社会や生活に及ぼす影響を知らせ，情報モラルの必要性について理解させる。

(3) ソフトウェアの機能を知らせ，操作できるようにさせる。

(4) ソフトウェアを用いて，基本的な情報の処理ができるようにさせる。

(5) 情報の伝達方法の特徴と利用方法について理解させる。

(6) 情報を収集，判断，処理し，表現や発信ができるようにさせる。

(7) マルチメディアの特徴と利用方法を理解させる。



４ 指導計画（「Ｂ 情報とコンピュータ」 ～プレゼンテーション資料をつくろう！～ ５／８時間）

時 基礎的・基本的な

学 習 内 容 間 内容 確かな表現力を育むための工夫

昨年までの生徒作品鑑賞 ･ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ機 ※「ナビカード」を用いて，生活体験と過

能の特徴と表現 去作品から課題意識を持たせる。

制作条件提示 0.5 法 ・作品サンプルを使い，制作条件について

説明し，表現の仕方について考えさせる場

制作のための基礎学習 面を設定する。

･基礎的情報処理

ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ資料作成Ⅰ ･情報収集，判断 ・基本スライド作成をさせ，ペアで相互に

制作 （基礎操作を含む） 0.5 表現，著作権 確認させる場面を設定する。

(８)

ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ資料作成Ⅱ ･ソフトを利用し ・お互いの作品鑑賞をし，表現の仕方につ

（班別中間鑑賞会含む） た表現 いてまとめさせ，そのアドバイスをもとに

（本時５／８） ５ ･情報収集，判断 再熟考させる場面を設定する。

表現 ・お互いの表現の良い面を活かし，修正が

･発信情報の責任 できたかどうかを確認させる場面を設定す

る。

班別発表会・修正・まとめ ･生活とコンピュ ・｢Homeナビカ－ド｣を活用し，今後の学習

２ ータとのかかわ や生活に生かそうとする意欲を持たせる。

り

･表現方法と工夫

５ 本時の実際

（１）主 題 作品の改善点点を見つけさらによい表現をしてみよう（５／８）

（２）学習課題 プレゼンテーション資料の相互鑑賞を通して，さらに伝わりやすい資料を作っていこう。

（３）目標行動 お互いの作品を鑑賞し，良さを認め合い課題を探し，表現できる。

【下位目標行動】

①作品の相互鑑賞を行い，課題を探し，自分の作品の表現を工夫できる。

②プレゼンテーション機能を利用し，簡単な資料作成ができる。

③プレゼンテーション機能の利用方法を説明できる。

④プレゼンテーション機能の特徴を説明できる。

（４）授業設計の視点

ア 得た情報を解釈・熟考し，自分の表現（制作）に活かすための学習カードの工夫を行う。

「ナビカード」を活用し相互鑑賞で課題に気付き，生徒が情報を収集し整理・再熟考する場面を設

定する。相互アドバイスした情報をもとに，改善点を確認する場面を設定する。さらに，お互いの作

品を認め合い，よりよい作品としての表現が高められるようにする。

イ 学習や生活の中で表現（制作）する喜びを味わえる実践的・体験的な学習活動の工夫を行う。

導入の場面で，事象提示した作品を見て，表現の工夫ができる点を考えさせることから，生徒自ら

課題が設定できるようにする。さらに，「Homeナビカード」を活用させ，本時の学習を今後の学習や

生活にどのように生かしたいか考えさせ，日常生活の中で効果的な表現をしようとする意欲を高める。



（５）学習過程

過程 時間 学 習 の 流 れ 教師の支援と留意点 ※確かな表現力を育むための工夫 評価 ・ 教具等

はじめ １ 表現の仕方の悪い例を見せ，気づいた点を発表さ 作品例
① １ せる。
事 事象提示 ナビカード
象
提 ２ 本時の学習課題を設定させる。
示 ６ ２ 学習課題

分 学習課題の設定 スライド資料の改善点を見つけ
② さらに伝わりやすい資料を作ろう。
課
題
設 ３ ３ 問答法により
定 できたか 確認し，ナビカ

４ 補 ４ 再度表現の工夫をすることを意識させる。 ードに記入させ
る。

５ ５ １で出されたものに追加して説明を加える。 プレゼン資料
表現の工夫の チェックカード

③ ポイント確認
課
題 ６ ６ 板書を利用し
解 わかったか ７ ※ 表現で気をつけるポイントをまとめたチェッ て確認する。
決 ７ 補 クカードの補足説明をする。
の
方
法

ナビカード
８ ８ 班毎にスライド資料を確認させ，表現方法につい
班毎にスライド資 て気づいたことを相互に記入させる。
料へ相互アドバイ
ス

19 ９ 机間巡視しな
分 10 10 ※ 表現で気をつけるポイントをまとめたチェッ がら確認する。

補 クカードを利用させアドバイスさせる。
④ ９ プレゼン資料
課 できたか チェックカード
題
へ 11 11 自分へのアドバイスをカードにまとめさせ表現の
の 表現について 改善点について意識させる。 ナビカード
取 改善点の再熟考
り
組 12 12 机間巡視しな
み できたか がら確認する。

13 補 13 改善のポイントを押さえ，補足・説明を加える。

14 14 アドバイスを生かして作成させる。
再熟考後の ※ 印刷した資料を用いて，表現の工夫点に赤で

⑤ プレゼン チェックをさせてから作成させる。
ま 15 資料作成
と 分
め
・ 15 机間巡視しな
生 15 16 補 16 個別に支援し，表現の工夫をさせながら作成させ がら確認する。
活 できたか る。途中改善がうまくいっている生徒作品を提示し，
化 制作意欲向上につなげる。

Home
17 17 本時の学習内容をまとめる。 ナビカード

５ 学習のまとめ
18 18 自己評価をさせる。

分 自 己 評 価 ※ Home ナビカードで自己評価させ，今後の学習
や生活でどのように活用していくか考えさせる。

お わ り

（６）評価
スライド資料の相互アドバイスを通して，表現の改善点に気づき，見る人に伝わりやすい資料に改善できたか。



ナビカード １年 組 番氏名（ ）

学習課題

作品タイトル「 」

スライドを作る時の条件 友達からのアドバイス アドバイス者名

１

・６～９枚で制作

・文字、絵、写真等を利用

２

３

表現のポイント

４

５

６

７

友だちからのアドバイス

のまとめ

８

９



Homeナビカ－ド

プレゼンテーション資料をつくろう！

１年（ ）組（ ）番 氏名（ ）

学習内容 授業を終えてわかったことや感想 家庭や他教科等で実践したこと

これからの生活に生かしたいこと

製作のための

基礎学習

資料作成Ⅰ

資料作成Ⅱ

（班別中間鑑賞）

班別発表会

修正・まとめ

◎ 作品を完成させての感想，今後，作ってみたいものについて書きましょう。

（感想）

（家庭から）



見やすい文字の大きさに ポイントを押さえ箇条書きに

文字入り図形も効果的

学習課題
スライド資料の改善点を見つけ

さらに伝わりやすい資料を作ろう。

表現のポイント
・文字の大きさ

・箇条書き

・写真・絵を入れる

・図形の利用 など

授業の流れ

表現のポイント確認

↓

相互アドバイス

↓

改善点のまとめ

↓

資料の手直し

↓

まとめ・自己評価

板書計画



プレゼンテーション資料の表現
内容は同じでも見せ方しだいで印象は変わる！

見やすい文字の大きさに ポイントを押さえ箇条書きに

文字入り図形も効果的
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まとめ

１年技術分野「情報とコンピュータ」～プレゼンテーション資料をつくろう～ 平成 20年 2月 8日（金）実施
（１）本時の目標

プレゼンテーション資料の相互チェックを行い，さらに相手に伝わりやすい資料に改善できる。

（２）本時における授業設計の工夫

① 得た情報を解釈・熟考し，自分の表現（制作）に活かすための学習カードの工夫

「ナビカード」「チェックカード」を活用し，プレゼンテーション資料を読み取り，改善点について整理

再熟考する場面を設定する。（アドバイスを受けた情報をもとに，改善点を確認する場面の設定）また，お

互いの作品を認め合い，よりよい作品としての表現が高められるようにする。

② 学習や生活の中で表現（制作）する喜びを味わえる実践的・体験的な学習活動の工夫

導入の場面で，事象提示した作品を見て，表現の工夫ができる点を考えさせることから，生徒自ら課題が

設定できるようにする。さらに，「Home ナビカード」を活用させ，本時の学習を今後の学習や生活にどの
ように生かしたいか考えさせ，日常生活の中で効果的な表現をしようとする意欲を高める。

（３）本時の実際

チェックカードを利用し資料を読み取る生徒（左）と

過程 時間 学 習 の 流 れ 読み取ったことを建設的なアドバイスで伝える生徒（右）

① はじめ

事 １

象 ６ 事象提示

提 分

示 ２

学習課題の設定

８

班毎にスライド資 チェックカードの一部

料へ相互アドバイ

ス

10
補

19 ９

分 できたか

11
④ 表現について

課 改善点の再熟考 相互アドバイス前後によるプレゼン資料＜表現の変化例＞

題

へ

の 12 できたか

取 13 補
り

組

み 14
再熟考後の

20 プレゼン アドバイス前 アドバイス後

分 資料作成

Homeナビカードに記入された授業後の感想から（抜粋）
・自分では気づかなかったところまで修正できた。

⑤ 18 ・アドバイスでいいプレゼン資料と悪い資料がよくわかったの

ま ５ 自 己 評 価 で，しっかり修正したいと思う。

と 分 ・アドバイス通りに変えてとても資料が見やすくなった。

め お わ り ・自分の資料の不完全さが分かった。次回までにバッチリ仕上

げたい。

・アドバイスに「なるほど」と思いながら訂正していけた。

鹿児島城について鹿児島城について鹿児島城について

所在地 鹿児島県鹿児島市城山町
別 称 鶴丸城

築城年 慶長７年（１６０２）
築城者 島津家久
形 式 平山城
遺 構 石垣、堀

鹿児島城について鹿児島城について鹿児島城について

所在地 鹿児島県鹿児島市城山町
別 称 鶴丸城

築城年 慶長７年（１６０２）
築城者 島津家久
形 式 平山城
遺 構 石垣、堀

島津氏初代忠久は建久８年(１１９７)鎌倉
幕府を開いた源頼朝によって、薩摩・大
隅・日向三国の守護職に任じられた。以
後、島津氏は南九州を拠点として一大勢
力を築き上げてきた。
鶴丸城(鹿児島城)は標高１１０ｍの城山
南麓に築かれ、本丸御殿と堀を隔てた二
の丸からなり、城郭というよりも「館城」と
呼ぶのがふさわしい単純な縄張りであっ
た。
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（４）考察

① 得た情報を解釈・熟考し，自分の表現（制作）に活かすための学習カードの工夫は有効であったか。

ア ナビカードを利用した友達からのアドバイスによって表現は高まったか。

とても高まった 高まった人６８％ １１％ ２％

１８％ 少し高まった かわらない

イ チェックカード（プレゼンテーション資料用）は役立ったか。

とても役立った２９％ 役立った４７％ ２４％ ０％

少し役立った 役立たなかった

・ 観点の確認後，資料を読み取らせ，建設的なアドバイスをお互いにさせた。アドバイスをするときは，

資料を読み取り伝える力がつき，アドバイスを受けるときは，他者の目を通して自分の改善点を知り，

表現力向上に生かすという学習スタイルができつつある。（自分の制作した資料を，他者の目で見る習

慣もできつつある。）上記アンケートからも，友達からのアドバイスによって表現が高まったと感じて

いる生徒が９割近くおりおおむね有効であったと思われる。

・ ナビカードやチェックカードを利用し，相互にアドバイスをしながら熟考する学習は，ワープロ表計

算など他のソフトでの資料制作時や「技術とものづくり」でののこぎり引き・組立などの実習時にも利

用できるめどがたった。しかし，チェックカードについては２４％の生徒が十分な効果を感じていない

ため，今後，内容・活用等についての改善が必要である。（資料の読み取りをしやすくするカードへの

改善）

② 学習や生活の中で表現（制作）する喜びを味わえる実践的・体験的な学習活動の工夫は効果的であったか。

ア 友達のアドバイスを生かして資料を伝わりやすく改善できた時の気持ちはどうだったか。

すごくうれしかった４２％ うれしかった３７％ １６％ ５％
少しうれしかった 変わらない

イ 授業で学んだプレゼンテーション資料制作を他の学習や生活の中でも活用したいか。

ぜひ活用したい４７％ 活用したい３７％ １６％ ０％
あまりおもわない おもわない

・ 上記アンケートや授業後の感想（前ページ参照）から，ほとんどの生徒が，友達のアドバイスを生
かした資料改善に達成感（喜び）を感じていることわかる。
・ 学んだことを他の学習や生活の中で積極的に生かしたいと思っていない生徒が１６％いる。このこと
は，今後いろいろな場面でくり返し活用することで意欲向上は期待できると思われる。また，今年度は
できなかったが，国語（例 ２年ポスターセッション：国語科の実践例 P 参照）や総合的な学習の
時間などとの系統化を図り，指導時間や指導内容の重複の改善ができる。そうすることで，全教育活動
でのプレゼンテーション能力の向上（表現力向上）を効果的に進めることができると考えられるので，
今後の課題としたい。（職員の意識的な『生徒の学びをつなげる』ことばかけの必要性。例「技術では，
プレゼンテーション機能で資料を作ったと思いますが，その制作ポイントを確認してポスターセッショ
ン用のポスターも作ってみよう。」）









調べた内容調べた内容ⅠⅠ

長崎にプルトニウム長崎にプルトニウム239239を用いた原爆で長さを用いた原爆で長さ3.23.2メートル、直径メートル、直径1.51.5メートル、重さメートル、重さ4.54.5トンで、広島型にトンで、広島型に
比べて丸みを帯びておりファットマン比べて丸みを帯びておりファットマン((太っちょ太っちょ))と呼ばれました。と呼ばれました。((長崎原爆資料館内に原寸大の模型長崎原爆資料館内に原寸大の模型
が展示してあります。が展示してあります。))



長崎に投下された原爆長崎に投下された原爆

長崎に投下された原爆は、プルトニウム長崎に投下された原爆は、プルトニウム239239
を用いた原爆で長さを用いた原爆で長さ3.23.2メートル、直径メートル、直径1.51.5
メートル、重さメートル、重さ4.54.5トンで、広島型に比べて丸トンで、広島型に比べて丸
みを帯びておりファットマンみを帯びておりファットマン((太っちょ太っちょ))と呼ばと呼ば
れました。れました。((長崎原爆資料館内に原寸大の長崎原爆資料館内に原寸大の
模型が展示してあります。模型が展示してあります。))



長崎に投下された原爆長崎に投下された原爆

プルトニウムプルトニウム239239を用いた原爆を用いた原爆

長さ長さ3.23.2メートルメートル

直径直径1.51.5メートル、重さメートル、重さ4.54.5トントン
広島型に比べて丸みを帯びて広島型に比べて丸みを帯びているいる

ファットマンファットマン((太っちょ太っちょ))と呼ばれと呼ばれるる

ポイントを押さえて箇条書きで
まとめると見やすい！



エコライフへのステップアップエコライフへのステップアップ

「エコ」を知る「エコ」を知る

「エコ」を生活に取り入れる「エコ」を生活に取り入れる

エコライフが日常化するエコライフが日常化する

エコライフを広めるエコライフを広める



エコライフへのステップアップエコライフへのステップアップ

「エコ」を知るＳＴＥＰ１

エコライフが日常化するＳＴＥＰ３

エコライフを広めるＳＴＥＰ４

「エコ」を生活に取り入れるＳＴＥＰ２




